
健康経営推進事務局     

２０２3年 9月

健康経営の取りくみについて
2023年版

（2022年度実績と2023年上期実績）
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内容

01.健康経営優良法人2023

（大規模法人部門）

評価結果報告

02.2022年度の活動振り返り

03.2023年度計画



01 202３健康経営優良法人
認定基準適合書受領 701～750位/3169社中

受審企業昨年より300社増加

同業種全国平均を下回った項目 13項目中１項目のみ







①組織体制の構築

②事務局・個別担当者による年間計
画立案

③継続的に確認する指標の決定 KPI

④労働安全衛生委員会活動活性化

⑤事例発表会「健康経営・健康増

進の取組部門」設立 取り組み発表

⑥生活習慣病予防に対する職員の

意識向上

食生活改善

運動習慣の定着わる

⑦禁煙推進出前講座

（協会けんぽの出前講座）

◼ 食生活の見直し

情報発信・弁当の見直し

◼ 自己管理への支援

◼ 不調への支援

メンタルサポート体制構築

◼ フィットネスジム和楽の活用

◼ アロマ・マインドフルネスの活用

⑧経営者・管理者の健康経営に関
する意識の向上

⑨職員のコミュニケーション促進活動
の展開（コロナ禍でなかなか困難）

⑩ストレスチエック・満足度調査等の
実施と改善策の検討

アブセンティーズム・プレゼンティーズム
調査

02．2022年度の振り返り

2022年度施策の実行

⑪セルフケア支援
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HHLABサイト構築
Web事業開始による

セルフケア支援



みゆきの里 健康経営推進体制図

健康管理最高責任者（ＣＨＯ）
みゆきの里理事長

理事会・社員総会

経営戦略会議(経営層）

健康経営推進事務局
健康保険協会熊本支部

労働安全衛生委員会：理事長・産業医・施設長・事業管理者12名（衛生管理者・保健師含む）
選抜職員13名

※ＢＳＣに健康経営に関する目標設定及び具体的取り組みを記載

医療法人 博光会 社会福祉法人 健成会
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各事業所の経営層が積極的に健康経営に関わり、職員の健康増進を事業目標に掲げることとし、その推進にあたっては理事会・社員総会・経営会議等
において決議を行います。労働安全委員会の議長は当法人の理事長とし、各部門から委員を選出し意見交換の場として情報の共有や課題への取り組み
を行っています。また、みゆきの里が活用しています において、各職員も健康に関する目標値設定を行い、健康経営への取り組みが法人内の隅々
にまで浸透する体制としています。



健康支援 年間計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

〇新入職
員入職」
入職時健
診

〇新入職
研修
〇年度末
数値の確
認（人
事・経
理）

〇健康経
営KPI設定
取り組み
方針の決
定
〇労働安
全衛生の
取り組み
計画

〇職員健
診スター
ト

〇精密検
査受診勧
奨

〇健康経営
推進パート
ナーの会
（交流会）

〇特定保健
指導スター
ト

〇夏祭り
（地域交
流・コミ
ニケショ
ン促進）
〇育児・
介護のア
ンケート
〇管理職
研修ス
タート

〇健康経
営優良法
人調査票
確認
〇協会け
んぽ（事
業所カル
テ確認）

〇インフ
ルエンザ
接種
〇ストレ
スチェッ
ク
〇健康経
営顕彰申
請
〇御幸校
区運動会
参加

〇満足度
調査

〇特定業
務従事者
健診

〇健康経
営優良法
人調査票
フィード
バック

〇健康推
進事例発
表会

〇健康経
営推進
パート
ナーの会
（セミ
ナー）

〇永年勤
続表彰
〇ワーク
エンゲー
ジメント
調査
〇アブセ
ンティー
ズム・プ
レゼン
ティーズ
ム調査

セルケア研修・
情報発信

各職場における
健康促進活動

8職員専用サイト（健康支援通信）・HHLABサイトセルフケア情報発信・健康経営推進パートナーの会サイト情報発信
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継続的に確認する指標

経年フォロー指標 KPI
●アブセンティーズム（心身の不調で休んだ休みの平均日数/過去1年間）・
プレゼンティーズム（1年間の自分のパフォーマンス％）

●ワークエンゲージメント（仕事をしていると活力がみなぎるように感じる1点～4点の平均点
（自分の仕事に誇りを感じる１点～4点平均点）⇒ユトレヒト・ワークエンゲージメントの尺度

●高ストレス者の割合
●メタボリックシンドローム該当者
●精密検査受診率 特定保健指導受診率
●喫煙率

成果指標 KPI
●職員満足度向上 仕事に没頭しているとき、幸せだと感じる（平均得点1点から4点）
●職員平均勤続年数向上（離職率低下）
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2022年度実績値

プレゼンティー
ズム

アブセンティーズ
ム

ワークエンゲージ
メント

実績値 89％ 2.3日 ①2.7点
②3.2点

測定方法 アンケート調査 アンケート調査 アンケート調査

測定人数
回答率

全職員
56％

全職員
56％

全職員
56％

アブセンティーズム：心身の不調での休み 休みの平均日数
プレゼンティーズム：１年間の平均パフォーマンス
ワークエンゲージメント：①仕事中活力がみなぎる

②自分の仕事に誇りを感じる



2020 2021 2022

定期健康診断受診率（里全体） 100％ 100％ 100％

精密検査受診率（里全体） 26.4％ 24.0％ 24.3％

ストレスチエック受験率（里全体）
高ストレス者率

95.2%
13.1%

98.1%
18.4%

96％
15％

特定保健指導（初回）の実施率
（博光会）

63.6％ 65.6％ 57.6％

満足度（里全体） 満足＋概ね満足 52％

時間外（博光会） 3.8時間 3.2時間 3.6時間

年休取得率（博光会） 71％ 69.2％ 57.2％

喫煙率（博光会） 19.2％ 18.7％ 16.5％

運動習慣者率 （博光会）
30分以上/週2日/1年以上）

15.4％ 16.0％ 19.1％（事業所カルテ）
18.1％（健診データ）

ヘルスリテラシーの状況
管理職研修受講率（里全体）

70％

健康診断の結果指標 （博光会）
メタボリックシンドローム該当者

17.5％ 15.5％ 15.2％

離職 平均勤続年数（博光会） 16.6％ 6.4年 12.4％ 6.8年 18.4％ 6.9年

傷病による休職の状況（里全体） 25（13） 24（11） 19（9）（ ）内メンタル罹患

労災件数 （里全体） 12 1 39（34） （ ）内コロナ11

健
康
関
連
指
標
推
移
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2022年度 事例発表大会

「健康経営・健康増進の取組部門」新設
が加わる



自分の体組成診断を行いましょう

ステップ１

和楽 フィットネススタッフの協力による筋肉量や左右バランスの測定

ステップ２

事務長よりセラピストとしてのコメント

ステップ３

和楽の活用 4か月ごとの効果確認

事例発表大会
みゆき園Gの取り組み
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2022年度 10月実施ストレスチェック結果

全体傾向 高ストレス者の割合は15％（96名）前回（18％112名）

全国平均は１０％

全体のストレス度は100であり、全国平均と同じ値

前回（102）より下がっている

ストレス度が特に高い部署（ストレス度120以上７部署）

自部署の数値を昨年と比較し確認を行い

対策を考えて実行する（PDCAサイクル）

（BSCに具体的に落とし込む）



★ ストレスチェック ➡ 年度経過により評価する

各施設・部署単位にて把握 ➡ 管理職の介入が必要

アンケート調査を実施 ➡ 実態把握

各項目についての経年変化を確認 ➡ 職場環境改善シートを活用し課題を抽出

➡ 改善を図る

"
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ストレスチエック分析と
課題の抽出

各施設
各部署労働安全衛生委員会において確認

ストレス度と業務の忙しさ（時間外勤
務時間数）は比例しない結果



"
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職員満足度調査

みゆきの里職員に関する「満足度調査」結果

１．調査年月日 令和４年11月10日
２．みゆきの里全体 該当者629人

うち回答者総数 379人
未回答 250人 回答率60.3％

質問項目
１，今の仕事内容が自分に合っている
２，上司から公平な評価をうけている
３，職場の人間関係は良好である
４，理念、ビジョン、経営方針に共感が持てる
５，有給休暇が取りやすく、福利厚生が充実しているなど職場環境が整えられている
６，機密事項が適切に管理されている
７，仕事をしていると活力がみなぎるように感じる
８，自分の仕事に誇りを感じる
９，総合的な満足度

5%

47%
31%

17%

総合的な満足度

大いに満足 概ね満足 満足度はやや低い 満足度は低い

11%

63%

21%

5%

今の仕事内容が自分に合っている

大変合ってる まあまあ合ってる 合ってないところがある 全く合っていない



勤続年数が長く、経験豊かな職員を増やすための取り組みを展開

１．メンタルヘルス・パワハラ等 職員相談窓口設置 臨床心理士採用

２．管理者研修についてはコロナ禍の影響をうけ未実施

"
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定着率向上
離職率低減に向けて



生活習慣病リスク保有者
の減少に向けて

自己の健康状態の確認 運動習慣の促進 食生活の改善

18

各施設・事業所単位で
実施中



健診等受診推進へ向けての管理者による支援の継続

2022年度

定期健診 100％ 精密検査受診 32.0％

特定保健指導率 初回面談 57.6％ （博光会）

＊同業態全国平均 45.7％

＊特定保健指導について

管理者の積極的支援 ➡  受診率向上

"
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健診等受診推進



2021年度特定保健指導利用後の変化

20



健康意識の向上を図るために健康保持・増進に関する情報の発信

●健康支援通信 1回/月 発信

"
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健康支援通信発信

4月
5月 禁煙で新型コロナに負けないカラダになろう！ ～世界禁煙デー～
6月 BMIと減量計画
7月 熱中症予防対策
8月 夏のお悩みアロマの力
9月 時間栄養学による食事の摂り方
10月 女性特有の健康課題「PMS」
11月 睡眠と健康
12月 冬に行う運動の効果と注意点
1月 気を付けよう！年始の過ごし方
2月 花粉症対策
3月 3月4日は世界肥満デー

＊2022年５月～2023年3月迄の情報発信状況



運動習慣をつけるために

●各施設 独自の運動習慣をつける企画 実施中！

●リハ部より肩・腰の運動動画配信

職員専用サイトにて発信

●太極拳2回/月実施中

"
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運動習慣定着
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計
みゆき園 10 6 13 7 16 1 6 4 63
東館 0 0 0 0 0 0 0 0 0
デイ 15 18 7 3 25 3 0 1 72
短期 0 0 0 0 1 0 0 0 1

訪問看護ステーション 3 1 1 1 3 0 1 1 11
居宅 0 0 0 0 0 0 0 0 0
笑健 1 2 6 0 5 14
富貴苑 5 14 10 4 1 2 4 0 40

ピオニーガーデン 1 0 0 1 3 0 0 0 5
和らく 1 1 3 3 3 1 1 1 14

御幸病院 11 7 13 15 25 7 11 14 103
健康ファーム 2 0 0 0 0 0 0 0 2
ささえりあ幸田 4 1 0 0 0 0 0 3 8
ぼたん園 0 8 22 16 13 6 13 3 81
ほがらか 9 2 1 1 13

合計〈延べ人数〉 52 56 69 51 101 28 37 33 427

和楽 職員利用状況 2022年7月～2023年2月 53人/月



喫煙率低下への取り組み

喫煙率を下げるための取り組み

●認定禁煙支援士（薬剤部）

●たばこの健康影響についての教育・研修の実施 協会けんぽからの講演

●喫煙率を下げることを目的とした継続的な保健指導

●禁煙・禁煙継続を促す施設内イベント実施（禁煙月間・禁煙デー等）

●敷地内及び出勤から退勤までの禁煙の徹底

"
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喫煙率低下への取り組み

2022 2021 2020

16.5％ 18.7％ 19.2％



女性特有の健康関連課題への取り組み

●更年期症状や更年期障害の改善に向けた支援

〇健康支援通信において発信

●月経随伴症状の自己管理を支援するツールやアプリを提供

●女性の健康づくりの推進

  ⇒  統合医療センターの活用 アロマの活用 マインドフルネス 太極拳の活用

"
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女性特有の健康関連課題
への取り組み



  

"
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HHLABサイトの活用を！
2022年3月から発信中



セルフケア支援 職員対象公開講座
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マインドフルネス講座

5月 マインドフルネス基礎

6月 観察力・温かさとコミュニケーション

7月 自分と相手の状態に気づく

8月 トラブル・困難への対処



職員の健康課題が及ぼす影響と
具体的な取り組み

心身の不調

労働生産
性の低下

医業・介護

収益低迷

人材採用に
支障をきた
す施設整備
が十分でき

ない

環境による
職員のスト
レス増加

体調不調の早期発見
⇒健康チエックシート活用
メンタルヘルス対策
⇒管理職研修スタート
⇒ラインケア研修
⇒セルフケア研修
過重労働対策
時間外労働削減
⇒法令順守 リスクマネー
ジメント

職員の健康チエック
・ストレス度チエック
・健康診断受診率
・特定保健指導受診率
・喫煙率
・傷病による休職
各種指標を基に改善の取り
組みを展開・労働安全衛生 

委員会
・里本部事務局
・里経営層

把握・協議

コロナ禍によるストレス増強
医療・福祉の人材確保は困難
職員定着率向上を目指す
表彰制度
永年勤続者7年・10年・15年・
20年・25年・30年・35年

魅力ある里の発信
⇒HP刷新
⇒里の価値を高める

ブランド・戦略
⇒セルフケア促進の情報発信
職場巡視を1回/月実施
⇒改善箇所の確認・調整

●集患・利用者の発掘⇒広報・連携活動促進

●職員の労働意欲向上⇒ 健康経営の推進

心身の不調は
負のスパイラ
ルを招く
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健康経営に向けての戦略図
2023年3月更新　健康経営推進事務局

企業価値の向上

職員の幸福

満足度向上⇒仕事に没頭しているとき、

幸せだと感じる（1点から4点）

人材不足の解消

平均勤続年数（2021年6.8年）の向上

リクルート効果

紹介利用者増

職場・取引先・連携先

との良好な関係性
患者・利用者・地域住民の幸福

紹介利用者増

意識変容・

行動変容の指標

高ストレス者の減少

2022年度　15%(96名）

喫煙率減少

博光会2021年度18.7％

（同業態全国平均

15.3％）健成会22.7％

同業態21.4％

メタボリックシンドローム

該当者率の低下

（腹囲・血糖・脂質・血圧）

博光会2021年度15.5％（同

業態全国平均9.2％）健成会

9.5％同業態11.3％

健康経営で解決

したい経営課題

健

康

投

資

効

果

職員のパフォーマンス向上

アブセンティーズム

心身の不調で休んだ人

2022年度

休みの平均日数:2.3日

2023年度目標2日

プレゼンティーズム

2022年度　1年間の自分

のパフォーマンス平均

89％

2023年度目標90％

ワークエンゲージメント①仕

事中活力がみなぎる②仕事に

誇りを感じる2022年度：①

2.7点②3.2点

2023年度目標①3点②3.5点

最終的目標　指標
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みゆきの里癒しアセンブ

リー委員会開催

みゆきの里職場における

アロマの活用⇒アロマ使

用方法の統一化

課題解決に有効と思わ

れる統合医療的活動

敷地内禁煙の徹底

みゆきcollegeセミナ企

画（アロマ・マインド

フルネス・漢方・ボ

ディケア等）

食生活改善支援

管理栄養士による情報発信

健康支援弁当・夜勤者への弁

当支援

健康経営推進

パートナーの会

設立

ぼたん会主催

レクレーション活動

運動促進活動によるコ

ミュニケーション促進

各施設・事業所毎の

運動促進企画の実施

HHLAB・職員専用サイト活用

みゆきcollege

アロマトリートメント

アロマを活用した相談

窓口設置

ガーデンセラピー

職員の農園参加⇒貸農

地参加者数

腰痛アンケート聴取（健成

会）腰痛者対策⇒未治療者

への外来リハビリ活用支援

(注）番号は以下の取り組み施策

情報発信や研修等に

よる教育　知識の提供

HHLAB・職員専用サイト・研修

会企画

ストレスチェックの分析

⇒結果報告書確認と

PDCAサイクルにて実践

●各部門と経営層の対応

情報発信や研修等による

教育　知識の提供

HHLAB・職員専用サイ

ト・研修会企画

フィットネスジム

和らく活用企画

ジムの活用・イベント企画

エクササイズ・太極拳

メンタルヘルス・パワハ

ラ等相談窓口設置

特定保健指導

実施推奨⇒受診率

効果の確認

健

康

投

資

　

施

策

認定禁煙支援士による禁

煙推進

管理者研修によるライン

ケア強化徹底



項目 2022年度

実績値

2023年度

目標値

参考

アブセンティーズム
2.5日 2.0日

心身の不調で休
んだ日数

プレゼンティー
ズム 89％ 90％

１年間の自分の
パフォーマンス

ワークエンゲー
ジメント

①2.7点
②3.2点

①3.0点
②3.5点

①活力がみなぎ
る②仕事に誇り

を感じる

平均勤続年数 6.9年 8年 離職低減

2023年度健康経営推進の目標値（KPI）

2019年より健康経営に取り組み、職員一人ひとりの健康維持・増進を高められるような取り組みの展開
を図っています。2023年度は新たにKPIを定め、経過を追うことで効果検証に役立てて参ります。



項目 2019年度

実績値

2020年度

実績値

2022年度

実績値

2023年度

目標値

参考

喫煙率
博光会27.5％

健成会

博光会16.5％
健成会21.3％

博光会13.4％
健成会20.7％

博光会・健成会

11.2％未満
12.2％

(厚労省目標値)

健康診断
受診率

100％ 100％ 100％ 100％ 通年：100％

精密検査
受診率

18％ 26.4％ 24.3％ 80％

特定保健指導
実施率

61.0％
（25/41）

67.3％
（35/52）

75％
33/44

80％
全保険者
実施率70％

（厚労省目標値）

2023年度健康経営推進の目標値（KPI）

2019年より健康経営に取り組み、職員一人ひとりの健康維持・増進を高められるような取り組みの展開
を図って参りました。しかし、精密検査受検率・特定保健指導実施率・禁煙におきまして期待の数値目
標に届かない状況があり、再度目標値設定を行い、経営層に認識して頂き現場職員の支援を強化してい
ます。
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03健康経営推進事務局2023年度計画

施策重点項目
１，健康経営優良法人調査票に記載されている項目で「取り組んでいない、
あるいは取り組みが不十分な項目」への対応検討

①運動習慣の定着に向けた支援
〇現在実施中の各施設毎の取り組みに対する参加者の割合向上
〇定期的な運動機能のチエック（高齢従業員も含む）

②ストレスチェックの結果改善
●仕事に満足 2.4点（最高4点 高得点ほど不満足）⇒2.0目指す

働き甲斐のある仕事 2.0点（最高4点 高得点ほど悪い）
仕事への量的負担 9.2点 （最高12点）
仕事のコントロール 7.6点（最高12点）
上司の支援 7.7点（最高12点）
同僚の支援 8.2点（最高12点）
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③女性特有の健康関連課題への取り組み

セミナー等での教育企画 協会けんぽとの連携（がん検診等）
④KPIの決定と、アンケート調査の年間予定作成と実施
アブセンティーズム・プレゼンティーズム・ワークエンゲージメント
ストレスチェック

２，自社従業員を超えた健康増進に関する取り組み
①健康経営推進パートナーの会推進

03健康経営推進事務局次年度計画
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03労働安全衛生委員会にて取り組み予定

重点取り組み項目
感染症発生状況共有 取り組みの確認
定期健診・精密検査・特定保健指導活用・推進
職場環境改善 巡視（労働衛生基準の順守）
ストレスチェックの実施と分析 各施設の改善実施 PDCAサイクル
エゴグラム分析と管理者交流研修によるマネージメント改善と
生き生きとした職場醸成（職員の職員満足度を高める）

パワハラ防止対策
健康支援通信1回/月発行
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03労働安全衛生委員会にて取り組み予定

重点取り組み項目
職員の健康増進
⇒メタボ対策と血管ケアの推進
ポピュレーションアプローチ ハイリスクアプローチ の推進

①食生活改善⇒管理栄養士からの発信

講義・ホリスティックレシピ動画配信等
福利厚生がある職員弁当の活用

②運動促進 ⇒各施設の取り組みを強化 体組成測定も検討
＊事業所カルテにおいて健康状態の経年別推移確認

③腰痛者把握と経過フォロー（みゆき園G）
④禁煙対策
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みゆきの里 健康経営施策 投資額は2022年度実績と2023年度上期実績（2023年度開始分）

実施目的 施策項目 具体的な取り組み 2022・2023年結果 投資額

1

生活習慣病予防
メタボリックシンド
ローム該当 者低下
有所見者率低下
がん対策

定期健康診断受診率100％

全職員対象に健診の案内・実施
施設内での健診。（勤務時間内に受診も可
能）各施設別に実施予定日を提示し、全員
受診を勧奨。個人の負担なし

受診率100％ 2,229,650円/年補助

精密検査受診勧奨 個別受診の勧奨 結果報告書の確認 24.30%

特定保健指導対象者への個別実施勧奨
特定保健指導対象者への個別案内と時間調
整 対象者の管理者へ受診支援を依頼

博光会：57.6％          
健成会：50.0％
みゆき園：42.9％

ホリスティックヘルス血管ケアプロジェク
ト

動脈硬化因子を有する15名対象に講義と実
践のサポート（講義9回）

2023年11月から開催予定

2
生活習慣病予防
運動機会の増進

和楽（フィットネスジム）の活用

里内設置の和楽の活用推進
全職員対象に体組成測定を行い、トレー
ナーからアドバイスを受け運動の促進。
職員割引制度

体組成測定実施率70％
トレーニングジムの活用
（50名/月 延べ）

体組成測定・トレーニング
指導支援433,000/年
トレーニング50万/年

3
生活習慣病予防
食生活の改善

管理栄養士による相談窓口設置
相談窓口と栄養に関する情報発信
アプリの活用

命のスープ動画

昼食・夕食（夜勤者）支援
昼食・夕食（夜勤者）の弁当補助
自前農園から新鮮な野菜の販売 定期巡回

夜勤者全員対象弁当の配布
昼食は100名程/日
弁当補助活用

839,160円/月
10,069,900円/年

福利厚生として補助

4

生産性低下防止
高ストレス比率の低下
ワークライフバランス
の推進

ストレスチェック
毎年全職員対象にストレスチェックの実施
と各部署ごとの対策の立案と実施 産業医
による分析と支援アドバイスを受ける

ストレスチェック実施率
96％

86万/年（委託費）

5
生産性低下防止
メンタルヘルス不調者
への対応

こころの相談窓口の設置
保健師が窓口で産業医への相談を実施
外部契約で臨床心理士の相談窓口も設置

2名/年 相談件数に応じた補助
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みゆきの里 健康経営施策 投資額は2022年度実績と2023年度上期実績（2023年度開始施策分）

実施目的 施策項目 具体的な取り組み 2022・2023年結果 投資額

6
生産性低下防止
セルフケア支援
女性の健康維持

セルフケア支援（情報提供）

健康支援通信1回/月発信 HHLBサイトの活用 マイン
ドフルネスの日設定（毎週金曜日）アロマ研修
肩こり予防体操の動画発信（職員専用サイトにて発
信）

健康支援通信1回/月継続発信
中（職員専用サイト）HHLB
サイトにて情報継続発信中

健康リテラシーの向上
漢方研修 アロマ研修 マインドフルネス研修
管理者研修 禁煙セミナー 各種セミナー開催

受講対象者平均60％の参加 各種セミナーは自己負担なし

7
生産性低下防止
ワークライフバランスの
推進

残業時間の見える化
各施設・部署残業時間の確認と短縮に向けた取り組み
（業務の簡素化・残業無ディの設定など）

平均残業時間：3.6時間/月
（博光会）

8
生産性低下防止
職場環境改善

職場巡視
禁煙への取り組み

職場巡視は産業医が参加し博光会・健成会共に1回/月
実施。改善箇所の実施は、労働安全衛生委員会で共有
禁煙指導士の資格：薬剤師 禁煙に関するセミナー
（協会けんぽ）

職場巡視1回/月
喫煙率博光会16.5％
健成会：14.8％
みゆき園：22.4％

禁煙指導士資格取得支援
資格取得費用全額補助

9 コミュニケーション促進 コミュニケーション促進向上

夏祭り開催：コロナ禍の影響にて中止していた夏祭り
を2023年度開催、職員家族も参加。
ぼたん会のレク計画中
地域の運動会参加 地域とのコミュニケーション ノ
ルディックウォーキング2回/月 地域住民支援
流団まつり参加 健康支援（体組成測定・血圧測定・
鍼灸・アロマ紹介など）

夏祭り2023年度参加者：
3000人程度

運営費：220万

10
健康経営に関して関連企
業との連携・支援

パートナーシップ構築
2023年4月健康経営推進パートナーの会設立
交流会・セミナー等開催し、健康経営に資する情報の
提供や共有を図る

2023年7月第1回交流会開催
42社62名の参加

運営費：73万

＊その他多数の取り組み実施中



地域との交流 2023年5月

20XX 年 9 月 3 日 年次レビュー 39



地域との交流 ノルディックウォーキング

2023年

40



ハーブガーデン・ガーデンリハ見学 2023年5月

20XX 年 9 月 3 日 年次レビュー 41



Miyuki college 開設

20XX 年 9 月 3 日 年次レビュー 42

みゆきカレッジ (miyukinosato.or.jp)

https://miyukinosato.or.jp/college


健康経営推進パートナーの会設立
健康経営推進パートナーの会 (miyuki-partner.com)

43

https://miyuki-partner.com/aboutus/


44

みゆきの里職員の
健康増進を支援する
健康ハンドブック

• ２０２１年６月作成

• みゆきの里 労働安全衛生委員会
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